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国
保
都
道
府
県
化 

大
阪
府
国
保
統
一
化
の
動
き 

 

3
月
24
日
、
大
阪
社
会
保
障
推
進
協
議
会
主
催
で
「
大
阪
府
国

保
統
一
化
に
反
対
す
る
緊
急
学
習
決
起
集
会
」
が
大
商
連
会
館
で
行

な
わ
れ
ま
し
た
。
事
務
局
長
の
寺
内
順
子
さ
ん
か
ら
国
保
都
道
府
県

化
の
国
と
大
阪
府
の
動
き
に
つ
い
て
詳
し
く
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

保
険
料
引
上
げ 

減
免
、
制
裁
も
統
一
基
準
に 

 

寺
内
さ
ん
の
報
告
に
よ
る
と
、
大
阪
府
が
再
来
年
２
０
１
８
年
4

月
の
国
保
都
道
府
県
化
に
向
け
て
、
「
大
阪
府
国
民
健
康
保
険
運
営

方
針
」
の
策
定
が
進
め
ら
れ
、
国
が
必
要
と
は
し
て
い
な
い
大
阪
府

下
全
市
町
村
の
保
険
料
率
の
統
一
を
目
指
す
動
き
が
あ
り
と
の
こ

と
で
す
。
実
施
さ
れ
れ
ば
吹
田
で
は
保
険
料
が
引
上
が
り
ま
す
。
こ

の
統
一
保
険
料
は
試
算
も
行
な
わ
れ
な
い
ま
ま
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
保
険
料
の
市
町
村
の
減
免
基
準
や
保
険
証
の
制
裁
措
置

（
短
期
保
険
証
・
資
格
証
明
書
）
発
行
基
準
、
滞
納
処
分
（
財
産
調

査
・
差
押
え
）
な
ど
の
基
準
も
統
一
さ
せ
る
こ
と
が
検
討
さ
れ
て
い

ま
す
。
統
一
保
険
料
、
減
免
・
制
裁
の
統
一
基
準
は
自
治
体
の
権
限

を
奪
う
地
方
自
治
の
否
定
と
寺
内
さ
ん
は
指
摘
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
を
3
月
29
日
に
行
な
わ
れ
る
実
務
担
当
者
の
会
議
で
取
り
ま
と

め
が
行
な
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

大
阪
社
保
協
は
29
日
に
行
わ
れ
る
実
務
担
当
者
の
第
3
回
調
整

会
議
に
向
け
て 

① 

保
険
料
試
算
抜
き
に
「
統
一
保
険
料
」
と
の
結
論
を
拙
速
に
出

さ
な
い
こ
と
。 

② 

被
保
険
者
の
苦
し
み
は
「
高
す
ぎ
る
保
険
料
」
で
あ
り
、
保
険

料
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に 

市
町
村
が
独
自
の
判
断
で
実
施

し
て
い
る
一
般
会
計
法
定
外
繰
入
を
否
定
す
る
よ
う
な
取
り 

ま
と
め
を
し
な
い
こ
と
。 

③ 

「
統
一
減
免
」
な
ど
地
域
の
歴
史
と
市
町
村
の
権
限
を
無
視
し

た
と
り
ま
と
め
を
し
な
い
こ
と
。 

④ 

以
上
、
市
町
村
の
権
限
を
一
律
に
否
定
す
る
よ
う
な
地
方
自
治

を
尊
重
し
な
い
取
り
ま
と
め 

を
行
わ
な
い
こ
と
。 

の
4
点
を
大
阪
府
「
国
保
統
一
化
」
に
対
す
る
意
見
と
要
望
』
と
し

て
大
阪
府
と
調
整
会
議
の
委
員
へ
出
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

吹
田
社
保
協
国
保
部
会
で
も
緊
急
で
署
名
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

吹
田
民
商
で
は
28
日
ま
で
の
4
日
間
で
３
０
４
名
を
集
め
て
大
阪

府
と
3
市
町
村
の
調
整
会
議
委
員
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
送
り
ま
し
た
。 

 

緊
急
の
署
名
に
応
え
た
会
員
さ
ん
の
声 

江
坂
東
支
部 

販
売
修
理
業 

ま
た
値
上
げ
さ
れ
る
と
か
な
わ
な
い
。
署
名
で
意
見
を
あ
げ
な
い
と

い
け
な
い 

 

山
田
支
部 

サ
ー
ビ
ス
業 

吹
田
の
減
免
基
準
は
多
く
の
人
が
助
か
っ
て
い
る
。
私
は
一
人
で
相

談
に
い
き
ま
す
が
、
職
員
さ
ん
が
よ
く
考
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。 

国
民
年
金
の
特
別
催
促
状
が
送
ら
れ
て
い
ま
す 

吹
田
年
金
事
務
所
よ
り
3
月
中
旬
に
国
民
年
金
保
険
料
の
未
納

者
に
対
し
て
「
特
別
催
促
状
」
が
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。
時
効
が
適

用
さ
れ
な
い
2
年
の
間
の
保
険
料
に
つ
い
て
、
一
括
納
付
か
、
年
金

事
務
所
へ
の
納
付
相
談
を
求
め
る
内
容
で
す
。
ご
相
談
は
民
商
事
務

所
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

 

保
険
料
が
払
え
な
い
場
合
は
免
除
の
申
請
を 

前
年
所
得
に
よ
っ
て
、
免
除
さ
れ
る
率
が
決
め
ら
れ
ま
す
。
全
額

免
除
、
4
分
の
3
免
除
、
2
分
の
1
免
除
、
4
分
の
1
免
除
が

あ
り
ま
す
。
基
準
は
扶
養
親
族
の
人
数
や
所
得
税
の
所
得
控
除
額
等

に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
。
目
安
は
あ
り
ま
す
が
、
あ
く
ま
で
目
安
で

す
。
払
え
な
い
場
合
は
ま
ず
申
請
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
免
除
さ
れ

た
場
合
で
も
納
付
す
れ
ば
年
金
の
受
給
資
格
要
件
の
期
間
に
1
ヶ

月
と
し
て
算
定
さ
れ
ま
す
。
年
金
受
給
額
は
免
除
に
よ
っ
て
変
わ
り

ま
す
。
老
齢
基
礎
年
金
を
含
め
、
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
の
受
給
資

格
要
件
に
も
関
わ
り
ま
す
。
免
除
申
請
は
必
ず
行
な
い
ま
し
ょ
う
。 

 

保険料免除の所得の目安

単身世帯

夫婦のみ
2人世帯

子は2人とも16歳未満

夫婦・子2人で

標準4人世帯

195万円142万円92万円

4分の3
納付

2分の1
納付

4分の1
納付

全額免除

335万円282万円230万円162万円

189万円141万円93万円57万円

247万円

全額免除

4分の1
納付

2分の1
納付

4分の3
納付

4分の1

免除

免除なし 年金額 全額

年金額 7/8

年金額 3/4

年金額 5/8

保険料

国民年金保険料の免除と年金受給額の関係の図

全額免除

4分の3

免除

2分の1

免除

国庫負担（税金）

年金額 1/2


